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経常収支の悪化、資源高のほか経済正常化の遅れも要因
― 供給制約と入国制限が収支の重石―
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（１）わが国では経常収支の黒字が急減。四半期ベースの経常黒字は直近１～３月期にコロナ前と比
べて４兆円減少（図表１）。このうち、エネルギー関連の減少額は１兆円で、残りの３兆円は
それ以外の財・サービス取引によるもの。経常黒字の減少は、資源高によるエネルギー関連の
輸入急増だけでなく、以下の２点も影響。

（２）第１に、供給制約による輸出回復の遅れ。海外需要が回復しているにもかかわらず、原材料や
部品の不足が響き、輸出は停滞。なかでも、半導体不足で減産を強いられる自動車では、世界
経済の成長ペースと比べて輸出が大きく下振れ（図表２）。第２に、入国制限によるインバウ
ンド需要の減少。コロナ流行後の厳しい水際対策で訪日外客数が減少したため、サービス収支
のうち旅行受取が大きく減少（図表３）。

（３）依然として自動車の供給制約が長引いているほか、入国制限の緩和が進む海外主要国とは対照
的に、わが国では観光目的の入国制限が継続しているため（図表４）、財・サービス輸出の回
復は期待薄。加えて、資源高などで輸入が一段と上振れることから、当面の経常黒字はさらに
減少する見込み。
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（図表１）経常収支
（コロナ前対差、兆円）

（資料）日本銀行、財務省を基に日本総研作成

（注）2022年１～３月期は見込み値。コロナ前は2017～19年平均。
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（図表２）世界ＧＤＰとわが国自動車輸出
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（注）2022年１～３月期は見込み値。コロナ前は2017～19年平均。
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（図表３）サービス収支
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(資料)各国ウェブサイト、JETRO、各種報道を基に日本総研作成

（図表４）新型コロナ対策による入国規制

国 観光 入国規制の例

米国 〇
接種証明書や陰性証明書などの提
示で隔離期間なく入国が可能。

中国 △
接種証明書や陰性証明書の提示お
よび２～３週間の隔離措置。

日本 ×
ビジネス・留学・技能実習生のみ入
国可。観光目的は原則停止。

イギリス 〇
全ての水際対策が撤廃。ワクチン未
接種者の出発前検査および入国検
査も撤廃。

ドイツ 〇 ワクチン接種完了で隔離免除。

韓国 〇 ワクチン接種完了で隔離免除。


